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１．2010年２月期の業績（2009年２月21日～2010年２月20日）

(1）経営成績 （％表示は対前期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2010年２月期 43,706 △ 9.1 2,514 △ 30.6 2,350 △ 36.7 1,129 △ 41.6

2009年２月期 48,069 △ 2.9 3,625 △ 19.1 3,709 △ 18.7 1,935 △ 21.1

(2）財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

2010年２月期 20,997 16,891 80.4 931 21

2009年２月期 20,854 16,300 78.2 898 88

（参考）自己資本 2010年２月期 16,879 百万円 2009年２月期 16,293 百万円

(3）キャッシュ・フローの状況
営業活動による 投資活動による 財務活動による 現金及び現金同等物

キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー 期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2010年２月期 5,693 △ 3,205 △ 544 5,353

2009年２月期 8,022 △ 7,133 △ 545 3,409

２．配当の状況

１株当たり純資産

2010年4月6日

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

総資産 純資産 自己資本比率

自己資本 総資産 売上高

当期純利益率 経常利益率 営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2010年２月期  62 32  62 28  6.9 11.4 5.7

2009年２月期 106 79 106 76 12.4 17.7 7.5

１株当たり 潜在株式調整後

当期純利益 １株当たり当期純利益

３．2011年２月期の業績予想（2010年２月21日～2011年２月20日）
（％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計期間 21,255 △ 7.3 1,200 △ 18.5 1,188 △ 15.2 561 △ 16.3 30 95

通　期 41,702 △ 4.6 2,600 3.4 2,588 10.1 1,247 10.4 68 80

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

配当金総額 純資産

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 (合計) 配当率

円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 百万円 ％ ％

2009年２月期 － － － 30　00 30　00 543 28.1 3.5

2010年２月期 － － － 30　00 30　00 543 48.1 3.3

2011年２月期（予想） － － － 30　00 30　00 43.6

配当性向
 １株当たり配当金
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４．その他

(1）重要な会計方針の変更

①　会計基準等の改正に伴う変更　有

②　①以外の変更　　　　　　　　無

(2）発行済株式数（普通株式）

      ①　期末発行済株式数（自己株式を含む） 2010年２月期    18,175,688株      2009年２月期  　　　　　18,175,688株

      ②　期末自己株式数 2010年２月期        49,502株      2009年２月期   　　　　　   48,935株

   （注）１株当たり当期純利益の算定の基礎となる株式数については、31ページ「１株当たり情報」をご覧ください。
※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。

実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。
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(1) 経営成績に関する分析 

【業績全般の概況】 

2009年度は、既存事業において当社のメインのお客さまである3歳から7歳を対象とした遊戯コーナーの再構築に

向け、人気キッズメダルの品揃えの拡大や乗り物・体感ゲームの充実、更に国内最大シェアの強みを活かしたカー

ドゲームの拡充を進めてきました。 

一方、子供サービス市場への事業拡大に向けた、親御さまのニーズに対応した新たな取り組みとして、幼児期に

身につけるべき基本動作を遊びながら体験できる“ファンタジースキッズガーデン”の展開を開始いたしました。

これは当社の施設で従来から展開していた時間課金制の“わいわいぱーく”のコーナーで新たな遊びを加え展開す

ることが可能であり、現在、既存店への拡大を進めております。 

また、海外事業においては、中国北京１号店（モーリーファンタジー北京国際商城店）が会計年度で１年目店舗

利益黒字となるなど、業態モデルの確立に成功いたしました。2010年度はイオン系のショッピングセンターに２店

舗の出店が決まっている他、グループ外への出店も交渉を続けております。海外フランチャイズにおいては、マレ

ーシア15店舗、香港は５店舗になりました。 

（上半期の概況） 

上半期は、売上高229億35百万円、対前期比5.3％減となりましたが、上記キッズ対象の遊戯コーナー再構築の取

り組みが功を奏し、利益率の高いキッズメダルゲームや乗り物・体感ゲームの拡大により、荒利益ミックスが改善

いたしました。加えて、店舗管理レベルの向上によるコスト削減の取り組みにより、営業利益14億72百万円、対前

期比17.8％増と大幅増益となりました。 

（下半期の概況） 

下半期は、上半期に引き続きキッズ対象の遊戯コーナーの拡充を進めるとともに、“ファンタジースキッズガー

デン”の実験店舗の拡大を行いました。しかしながら、８月後半からの新型インフルエンザの流行拡大は、当社の

キッズコーナーの集客に影響を与え、11月度を底に大きく客数が減少いたしました。これにより、第３四半期のみ

の会計期間で大幅な減益となりました。 

下半期の業績は、この第３四半期の落ち込みが大きく影響するとともに、下半期最大の商戦月度である１月度に

も新型インフルエンザの影響が残り、業績の回復に至りませんでした。 

（店舗数の状況） 

2009年度は、新規出店の絞込みを行い直営６店舗の出店となりました。一方、直営不採算10店舗の閉鎖およびフ

ランチャイズ14店舗の契約満了による解約を行いました。それにより、期末店舗数は直営336店舗、フランチャイ

ズ３店舗となり、国内合計339店舗となりました。 

以上の結果、当期の業績は、売上437億６百万円（対前期比9.1％減）、営業利益25億14百万円（対前期比30.6％

減）、経常利益23億50百万円（対前期比36.7％減）、当期純利益11億29百万円（対前期比41.6％減）となりまし

た。 

当期の部門別売上高は、次のとおりです。  

     （注）１．遊戯機械売上高は、メダルゲーム機、乗り物等の遊戯機械の使用による収入であります。 

           ２．商品売上高は、カード、菓子、玩具等の販売による収入であります。 

３．委託売上高は、室内ゆうえんち内の業者委託の飲食店及び大型遊具施設の運営委託に係る収入であ

ります。 

４．その他は、遊戯機械、備品、景品等の販売収入、ロイヤリティー収入及び遊戯機械設置手数料収入等

であります。 

１．経営成績

部門別 売上高（千円） 構成比（％） 前期比（％） 

  遊戯機械売上高  34,656,371  79.3  87.8

  商品売上高  8,828,252  20.2  107.4

  委託売上高  155,093  0.3  83.6

遊戯施設関係  43,639,716  99.8  91.1

その他  67,216  0.2  38.4

合計  43,706,933  100.0  90.9
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【設備投資の状況】 

当期は新規出店６店舗と既存店舗への改装及び遊戯機械の入替投資等を実施し、設備投資額は33億25百万円とな

りました。この資金は自己資金と借入金で賄っております。 

【社会貢献・環境保全活動の状況】 

社会貢献活動・環境保全活動として継続的に取り組んでいる「カプセル１運動」（空カプセルを再利用する運

動）は、全店で1,813千個の空カプセルを回収して一部を再利用しました。 

空カプセル１個を１円に換算した金額は、特定非営利活動法人ＪＨＰ・学校をつくる会の「カンボジアの学校建

設基金」と、公益信託日本経団連自然保護基金を通じニホンヤマネ保護のため、ニホンヤマネ保護研究グループへ

寄付いたしました。 

カンボジアの学校建設では、2009年９月に10校目の新校舎「イオンファンタジースクール10」をチュレス中学校

に贈呈しました。 

また、地域の社会福祉施設の子供たちへの無料招待会は114店舗で173回実施しました。 

この他、イオングループの社会貢献活動、「イオン１％クラブ」に積極的に参加しております。 

【来期の取り組みと見通し】 

2010年度は、既存事業については前年に引き続き３歳から７歳の遊戯コーナーの再構築をめざし、キッズカード

の量的・質的強化、キッズメダルの品揃え拡大、乗り物・体感ゲームの品揃え強化を進めてまいります。 

一方、新たな事業の拡大については、“創育事業”の核となる“ファンタジースキッズガーデン”の導入を一気

に進め、上半期中に60店舗程度への拡大を進めます。 

また、海外事業は、イオン系のショッピングセンターで上半期中に中国直営２号店、下半期に３号店の出店が決

定しております。また、グループ外ディベロッパーへの出店もめざし、現在、交渉を進めております。 

国内の新規出店については５店舗程度に抑え、既存店投資および“ファンタジースキッズガーデン”の既存店導

入を進めてまいります。 

通期の業績見通しにつきましては、売上高417億２百万円、対前期比4.6％減と極めて厳しいという前提で計画い

たしました。営業利益につきましては、26億円、経常利益は25億88百万円、当期純利益12億47百万円と、利益は若

干の増益を予定しております。  

(2) 財政状態に関する分析 

キャッシュ・フローの状況につきましては、当期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、

53億53百万円となりました。主な理由は、以下のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により得られた資金は、56億93百万円となりました。その主な内訳は、税引前当期純利益23億88百万円

及び減価償却費55億50百万円の計上による資金の増加と、法人税等の支払16億80百万円による資金の減少でありま

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、32億５百万円となりました。その主な内訳は、有形固定資産取得による支出32

億28百万円であり、新規出店や増床・改装及び遊戯機械の入替等既存店の活性化を行ったことによる支出でありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、５億44百万円となりました。その主な内訳は、配当金の支払５億43百万円であ

ります。  
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なお、キャッシュ・フロー指標の推移は下記のとおりであります。 

  

 (注)自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

(注)営業キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを利用して計算

しております。有利子負債は、貸借対照表上に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対

象としております。また、利払いは、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

  

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主の皆さまへの安定的利益還元を経営目標のひとつとして位置づけております。内部留保の充実と財

務体質の強化を図りつつ、業績、配当性向等を総合的に勘案して、株主の皆さまへの長期的、安定的な利益還元を

心がけてまいります。内部留保金につきましては、経営体質の一層の充実を図りつつ、既存店への設備投資、新規

出店及び増床の設備投資等、事業展開の原資として役立ててまいります。 

 このような基本方針に基づき、当期の配当金につきましては、１株につき普通配当30円の継続を予定しておりま

す。（株主配当金の支払開始予定日：2010年４月21日（水曜日））また、次期の配当金につきましては、１株につ

き30円を予定しております。 

(4) 事業等のリスク 

当社の事業展開、経営成績その他に関するリスク要因となる可能性があると考えられる主な事項、並びに必ずし

も事業上のリスクに該当しない事項についても、投資者の投資判断上重要であると考えられる事項については、投

資者に対する情報開示の観点から積極的に「有価証券報告書」に開示しております。なお、前事業年度の有価証券

報告書提出以降、本短信発表時までに新たに認識した事業等のリスクはありません。 

  

  2008年２月期 2009年２月期 2010年２月期 

自己資本比率 70.6% 78.2% 80.4% 

時価ベースの自己資本比率 130.1% 59.6% 87.3% 

債務償還年数 － － －  

インタレスト・カバレッジ・レシオ 672.1倍 617.3倍 4,089.0倍 
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当社の親会社はイオン株式会社であります。イオンリテール株式会社を含む事業会社は、11の事業セグメントに分か

れ、各事業の「最高経営責任者」のもと、さらなるお客さま満足を目指しております。 

この様なイオングループの事業の中で、当社はサービス事業に区分され、主としてショッピングセンター内の遊戯施

設の運営を行っております。 

 以上述べました事項を事業系統図に示すと次のとおりであります。 

 
 なお、当社の営んでいる主な事業の内容を示すと以下のとおりとなります。 

(1) ショッピングセンター内エンターテインメントアミューズメント施設の設置運営 

イオングループ及びその他のディベロッパーが運営するショッピングセンター内で室内ゆうえんち等のエンター

テインメントアミューズメント施設の設置運営並びに併設されている物販の運営を行っております。  

(2) その他  

① 室内ゆうえんちのフランチャイズ事業  

フランチャイズ契約に基づき、室内ゆうえんちに関する経営情報、管理技術ノウハウ等の提供を行うことによ

り、ロイヤリティーを収受しております。  

② オリジナル遊戯機械及び景品等の販売  

当社がメーカーと共同で企画・開発したオリジナル遊戯機械や景品等を、フランチャイジー等に販売しており

ます。 

  

２．企業集団の状況
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(1) 会社の経営の基本方針 

当社は、イオングループが掲げる「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に貢献する」とい

う基本理念のもと、社是を「遊びを通じて、夢と楽しさとふれあいを提案し、地域社会に奉仕しよう」と定めて、

ショッピングセンター内に子供とそのファミリーを対象としたファミリーエンターテインメント・アミューズメン

ト施設を運営し、お客さまに家族や友だちとのふれあいと楽しさを提供することを経営の基本としております。 

今後は既存事業の再構築に加え、「遊びを通じて、子供たちの健全な育成」をサポートする企業として、“創育

事業”の展開拡大を進めてまいります。 

また、海外においては、当社の強みである「子供とファミリー」をターゲットとした事業展開を進めており、フ

ランチャイズによるマレーシア、香港へビジネスモデルを拡大してきましたが、本格的な海外での成長をめざし、

中国での直営出店を2008年度からスタートしました。今後、中国での多店舗出店を推進するとともに、ベトナム、

マレーシア等、他の地域への拡大を見据えております。  

(2) 目標とする経営指標 

当社は、継続的な成長を果たすと同時に、資本・資産効率を意識した経営をめざしております。 

 また、売上高営業利益率、１株当たり利益（ＥＰＳ）、株主資本利益率（ＲＯＥ）を重視し、現在の水準から更

なる向上を図ってまいります。 

(3) 対処すべき経営課題と中長期的な会社の経営戦略 

2010年度は、世界的な景気低迷とあいまって、雇用不安や将来の年金への不信等、わが国固有の閉塞感がただよ

う中、個人消費は依然として厳しい状況が続くものと考えられます。そのような中、アミューズメント業界、とり

わけヤングアダルトを対象とした施設においては、若者のネットへの時間消費のシフト等、若者のライフスタイル

の変化等により、ビジネスそのものの大きな転換期を迎えております。 

当社は、2009年度から本来の強みであった子供とファミリーというターゲットの原点に立ち返り、キッズ向け遊

戯機械の品揃えを強化するとともに、親御さまのニーズから展開した“ファンタジースキッズガーデン”の実験を

行いました。2010年度も引き続きキッズ・ファミリー対象の品揃えの強化を進めるとともに、遊びを通じて子供た

ちの健全な育成をサポートする事業である“創育事業”の確立をめざし、“ファンタジースキッズガーデン”の既

存店への導入を一気に加速させたいと考えております。 

海外事業では、中国北京での１号店の業態確立と店舗黒字化は当社の海外戦略、とりわけＡＳＥＡＮ地域へのビ

ジネス拡大に大きな橋渡しとなりました。今後の中国での多店舗出店を推進するとともに、ベトナム、マレーシア

等、他の地域への拡大を見据えております。 

３．経営方針
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４．財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(2009年２月20日) 

当事業年度 
(2010年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,409,390 5,353,552

売掛金 6,400 3,073

売上預け金 ※2  428,800 ※2, ※4  1,167,051

商品 279,407 291,287

貯蔵品 418,582 357,688

前払費用 42,971 54,711

繰延税金資産 241,566 285,321

未収入金 ※1  95,023 ※1  101,234

その他 97,803 92,010

流動資産合計 5,019,947 7,705,932

固定資産   

有形固定資産   

建物 5,249,579 5,261,370

減価償却累計額 △3,760,499 △4,114,147

建物（純額） 1,489,080 1,147,222

遊戯機械 34,714,734 35,846,346

減価償却累計額 △26,476,536 △29,288,597

遊戯機械（純額） ※3  8,238,198 ※3  6,557,748

工具、器具及び備品 2,770,236 2,771,151

減価償却累計額 △1,982,776 △2,149,167

工具、器具及び備品（純額） 787,460 621,984

有形固定資産合計 10,514,739 8,326,956

無形固定資産   

のれん 1,602,093 1,373,223

ソフトウエア 65,377 44,453

電話加入権 302 302

無形固定資産合計 1,667,774 1,417,979

投資その他の資産   

関係会社出資金 330,000 330,000

長期前払費用 215,794 161,075

繰延税金資産 854,068 778,539

敷金・差入保証金 2,248,648 2,229,030

前払年金費用 3,457 47,575

その他 50 50

投資その他の資産合計 3,652,018 3,546,271

固定資産合計 15,834,532 13,291,206

資産合計 20,854,479 20,997,139
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（単位：千円）

前事業年度 
(2009年２月20日) 

当事業年度 
(2010年２月20日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 906,817 930,871

未払金 ※1  412,846 ※1  293,114

未払費用 903,717 1,063,997

未払法人税等 791,463 351,857

未払消費税等 158,281 184,810

預り金 19,415 2,381

賞与引当金 149,206 131,501

役員賞与引当金 36,448 －

役員業績報酬引当金 － 28,754

設備関係支払手形 990,587 976,150

設備関係未払金 34,666 70,673

閉店損失引当金 11,761 11,004

その他 48,712 2,213

流動負債合計 4,463,924 4,047,332

固定負債   

預り保証金 27,800 －

その他 62,470 58,540

固定負債合計 90,270 58,540

負債合計 4,554,194 4,105,872

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,747,139 1,747,139

資本剰余金   

資本準備金 1,650,139 1,650,139

その他資本剰余金 70,289 70,289

資本剰余金合計 1,720,428 1,720,428

利益剰余金   

利益準備金 212,500 212,500

その他利益剰余金   

別途積立金 9,700,000 11,300,000

繰越利益剰余金 2,992,819 1,978,742

利益剰余金合計 12,905,319 13,491,242

自己株式 △79,059 △79,587

株主資本合計 16,293,827 16,879,222

新株予約権 6,458 12,044

純資産合計 16,300,285 16,891,267

負債純資産合計 20,854,479 20,997,139
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（２）損益計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 2008年２月21日 
 至 2009年２月20日) 

当事業年度 
(自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日) 

売上高   

遊戯施設売上高 47,894,156 43,639,716

その他の売上高 175,071 67,216

売上高合計 48,069,227 43,706,933

売上原価   

遊戯施設売上原価 ※1  41,069,720 38,081,978

その他売上原価 110,654 30,187

売上原価合計 41,180,375 38,112,166

売上総利益 6,888,852 5,594,767

販売費及び一般管理費   

役員報酬 155,329 144,496

従業員給与・賞与 ※1  1,234,355 ※1  1,227,737

賞与引当金繰入額 52,322 53,912

役員賞与引当金繰入額 36,448 －

役員業績報酬引当金繰入額 － 28,754

退職給付費用 60,310 60,447

法定福利厚生費 316,536 309,967

教育研修費 55,993 27,072

家賃・共益費 ※1  71,281 72,725

減価償却費 288,002 270,691

旅費交通費 407,791 317,332

通信費 101,000 89,135

調査研究費 15,543 13,531

その他 468,928 464,335

販売費及び一般管理費合計 3,263,843 3,080,140

営業利益 3,625,008 2,514,627

営業外収益   

受取利息 1,039 810

保険金収入 15,360 11,223

違約金収入 26,110 －

機械仕入割戻 8,788 20,059

固定資産売却益 36,271 8,994

未払配当金戻入益 951 －

その他 12,216 8,403

営業外収益合計 100,738 49,491
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 2008年２月21日 
 至 2009年２月20日) 

当事業年度 
(自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日) 

営業外費用   

支払利息 12,990 1,392

減価償却費 － 170,202

店舗関連雑損失 ※2  2,924 －

その他 40 42,464

営業外費用合計 15,955 214,059

経常利益 3,709,792 2,350,059

特別利益   

退職給付引当金戻入額 － ※3  68,852

役員賞与引当金戻入額 10,653 3,302

特別利益合計 10,653 72,155

特別損失   

閉店損失引当金繰入額 11,761 11,004

店舗閉鎖損失 35,629 11,840

減損損失 － ※4  11,297

特別損失合計 47,391 34,142

税引前当期純利益 3,673,054 2,388,072

法人税、住民税及び事業税 1,812,542 1,226,573

法人税等調整額 △75,364 31,773

法人税等合計 1,737,177 1,258,347

当期純利益 1,935,877 1,129,725
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遊戯施設売上原価明細書

    
第13期 

（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比
（％）

Ⅰ 景品費      5,621,186  13.7    4,000,556  10.5

Ⅱ 遊戯機械賃借料       1,370,799  3.3    1,632,146  4.3

Ⅲ 売店商品原価      5,209,483  12.7    5,628,956  14.8

Ⅳ 労務費      6,967,088  17.0    6,663,225  17.5

Ⅴ 経費               

１．家賃・共益費    11,285,460      10,806,363     

２．減価償却費    5,724,901      5,109,518     

３．その他    4,890,799  21,901,162  53.3  4,241,211  20,157,092  52.9

遊戯施設売上原価計      41,069,720  100.0    38,081,978  100.0
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 2008年２月21日 
 至 2009年２月20日) 

当事業年度 
(自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 1,747,139 1,747,139

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,747,139 1,747,139

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 1,650,139 1,650,139

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,650,139 1,650,139

その他資本剰余金   

前期末残高 70,289 70,289

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 70,289 70,289

資本剰余金合計   

前期末残高 1,720,428 1,720,428

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,720,428 1,720,428

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 212,500 212,500

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 212,500 212,500

その他利益剰余金   

別途積立金   

前期末残高 8,100,000 9,700,000

当期変動額   

別途積立金の積立 1,600,000 1,600,000

当期変動額合計 1,600,000 1,600,000

当期末残高 9,700,000 11,300,000

繰越利益剰余金   

前期末残高 3,200,775 2,992,819

当期変動額   

別途積立金の積立 △1,600,000 △1,600,000

剰余金の配当 △543,833 △543,802

当期純利益 1,935,877 1,129,725

当期変動額合計 △207,955 △1,014,077

当期末残高 2,992,819 1,978,742

その他利益剰余金合計   

前期末残高 11,300,775 12,692,819
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 2008年２月21日 
 至 2009年２月20日) 

当事業年度 
(自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日) 

当期変動額   

別途積立金の積立 － －

剰余金の配当 △543,833 △543,802

当期純利益 1,935,877 1,129,725

当期変動額合計 1,392,044 585,922

当期末残高 12,692,819 13,278,742

利益剰余金合計   

前期末残高 11,513,275 12,905,319

当期変動額   

別途積立金の積立 － －

剰余金の配当 △543,833 △543,802

当期純利益 1,935,877 1,129,725

当期変動額合計 1,392,044 585,922

当期末残高 12,905,319 13,491,242

自己株式   

前期末残高 △78,031 △79,059

当期変動額   

自己株式の取得 △1,027 △527

当期変動額合計 △1,027 △527

当期末残高 △79,059 △79,587

株主資本合計   

前期末残高 14,902,811 16,293,827

当期変動額   

剰余金の配当 △543,833 △543,802

当期純利益 1,935,877 1,129,725

自己株式の取得 △1,027 △527

当期変動額合計 1,391,016 585,395

当期末残高 16,293,827 16,879,222

新株予約権   

前期末残高 － 6,458

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 6,458 5,586

当期変動額合計 6,458 5,586

当期末残高 6,458 12,044

純資産合計   

前期末残高 14,902,811 16,300,285

当期変動額   

剰余金の配当 △543,833 △543,802

当期純利益 1,935,877 1,129,725

自己株式の取得 △1,027 △527

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 6,458 5,586

当期変動額合計 1,397,474 590,981

当期末残高 16,300,285 16,891,267
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 2008年２月21日 
 至 2009年２月20日) 

当事業年度 
(自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 3,673,054 2,388,072

減価償却費 6,012,904 5,550,412

固定資産除売却損益（△は益） 83,539 86,243

長期前払費用償却額 82,243 78,994

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,251 △17,704

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,863 －

役員業績報酬引当金の増減額(△は減少) － △7,694

閉店損失引当金の増加額(△は減少) 11,761 △757

受取利息 △1,039 △810

減損損失 － 11,297

支払利息 12,990 1,392

売上債権の増減額（△は増加） 13,624 3,327

売上預け金の減少額(△は増加額) 224,707 △738,250

たな卸資産の増減額（△は増加） 14,548 49,013

前払年金費用の増減額（△は増加） 23,791 △44,118

仕入債務の増減額（△は減少） △121,310 24,054

未払費用の増減額（△は減少） 59,295 160,280

その他 41,956 △144,341

小計 10,121,454 7,399,410

預り保証金の増減額（△は減少） － △24,000

利息の受取額 1,238 214

利息の支払額 △12,990 △1,392

法人税等の支払額 △2,087,411 △1,680,588

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,022,291 5,693,643

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △7,017,291 △3,228,036

有形固定資産の売却による収入 265,958 25,621

無形固定資産の取得による支出 △27,566 △7,590

長期前払費用の増加による支出 △86,052 △26,535

敷金・差入保証金の増加による支出 △97,024 △50,496

敷金・差入保証金の減少による収入 143,300 81,847

関係会社出資金の払込による支出 △315,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,133,676 △3,205,191

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △1,027 △527

配当金の支払額 △544,285 △543,762

財務活動によるキャッシュ・フロー △545,313 △544,290

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 343,300 1,944,162

現金及び現金同等物の期首残高 3,066,089 3,409,390

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  3,409,390 ※1  5,353,552
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 該当事項はありません。 

  

継続企業の前提に関する注記

重要な会計方針

項目 
第13期 

（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

１．有価証券の評価基準及び

評価方法 

   関係会社出資金 

   移動平均法による原価法  

   関係会社出資金  

同    左 

２.たな卸資産の評価基準 

  及び評価方法 

(1） 商品 

「企業会計原則と関係諸法令との調

整に関する連続意見書」第四に定める

売価還元平均原価法 

  

  

(2） 貯蔵品 

最終仕入原価法  

  

(1） 商品 

「企業会計原則と関係諸法令との調

整に関する連続意見書」第四に定める

売価還元平均原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）  

(2） 貯蔵品 

最終仕入原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）  

３．固定資産の減価償却の方

法 

(1) 有形固定資産 

経済的耐用年数に基づく定額法 

各資産別の耐用年数として下記の年数を

採用しております。 

建物(建物附属設備)  3～6年 

遊戯機械       2～6年 

器具備品       2～6年 

(1）有形固定資産 

同    左 

  (2）無形固定資産 

 自社利用のソフトウェアについては、

社内における利用可能期間(５年)に基づ

く定額法を採用しております。 

 のれんについては、１０年間で均等償

却しております。 

(2）無形固定資産 

           同    左 

  (3) 長期前払費用 

 定額法 

(3) 長期前払費用 

同    左 

４．引当金の計上基準 (１）賞与引当金 

 社員及びフレックス社員（パートタイ

マー）に支給する賞与に備え、支給見込

額のうち当期に負担する金額を計上して

おります。 

(1）賞与引当金 

同    左 

  (2）役員賞与引当金 

 役員に対する賞与の支給に備えるた

め、役員賞与支給見込み額のうち、当期

に負担する金額を計上しております。 

(2）役員賞与引当金 

－ 

  (3）役員業績報酬引当金 

       － 

(3）役員業績報酬引当金 

  役員に対する業績報酬の支給に備える

ため、支給見込み額のうち、当期に負

担する金額を計上しております。    
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項目 
第13期 

（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

  (4）退職給付引当金 

従業員の退職給付に備え、当期末にお

ける退職給付債務及び年金資産の見込額

に基づき当期末において発生していると

認められる額を計上しております。 

なお、数理計算上の差異は、その発生

時の従業員の平均残存勤務期間内の一定

の年数（10年）による定額法により、翌

期から費用処理することとしておりま

す。 

(4）退職給付引当金 

従業員の退職給付に備え、当事業年度

末における退職給付債務及び年金資産の

見込額に基づき当事業年度末において発

生していると認められる額を計上してお

ります。なお、過去勤務債務は発生年度

において一括処理し、数理計算上の差異

は、その発生時の従業員の平均残存勤務

期間内の一定の年数（10年）による定額

法により翌事業年度から費用処理するこ

ととしております。 

  (5）閉店損失引当金 

 店舗の閉店に伴い発生する損失に備

え、店舗閉店により合理的に見込まれる

中途解約違約金及び原状回復費等の閉店

関連損失見込額を計上しております。 

（追加情報） 

 当期において、アミューズメント施

設事業を取り巻く環境が大きく変化し

ている中、不採算店舗対策として、閉

店を含めた改善可能性を検討の結果、

複数の店舗を閉店する意思決定をした

ことを契機に、閉店時に合理的に見込

まれる損失額を引当計上しておりま

す。これにより当期の特別損失に閉店

損失引当金繰入額が11,761千円計上さ

れ、この結果税引前当期純利益が同額

減少しております。 

(5）閉店損失引当金 

     同    左 

  

５．リース取引の処理方法  リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引については、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理によっておりま

す。 

－ 

６．キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲 

 キャッシュ・フロー計算書における資金

（現金及び現金同等物）は、手許現金、随

時引出可能な預金からなっております。 

同    左 

７．その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項 

消費税等の会計処理 

 税抜方式によっております。 

消費税等の会計処理 

同    左 
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会計処理方法の変更  

  

第13期 
（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

－ 

  

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、

商品は「企業会計原則と関係諸法令との調整に関する連続

意見書」第四に定める売価還元平均原価法、貯蔵品は最終

仕入原価法によっておりましたが、当事業年度より「棚卸

資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平

成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、商品は

「企業会計原則と関係諸法令との調整に関する連続意見

書」第四に定める売価還元平均原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）、貯蔵

品は最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）によりそれぞれ算定して

おります。 

なお、この変更による当事業年度に及ぼす影響額はあり

ません。 

  

  （リース取引に関する会計基準） 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従

来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっており

ましたが、当事業年度より、「リース取引に関する会計基

準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計

審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リー

ス取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会

計制度委員会）、平成19年３月30日改正））を適用し、通

常の売買取引に係る会計処理によっております。 

なお、この変更による当事業年度に及ぼす影響額はあり

ません。 
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表示方法の変更

第13期 
（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

－ 

  

（貸借対照表） 

１． 従来、「役員賞与引当金」として表示していた役員

に対して支給する業績に連動して支払う報酬の支給見

込額については、当事業年度より「役員業績報酬引当

金」に科目の名称を変更しております。  

  ２． 前期末まで区分掲記しておりました「長期預かり保

証金」（当期末の残高は3,800千円）は、金額が僅少

になったため、当期末より固定負債の「その他」に含

めて表示しております。  

注記事項

（貸借対照表関係）

第13期 
（2009年２月20日） 

第14期 
（2010年２月20日） 

※１．関係会社に対する債権債務 ※１．関係会社に対する債権債務 

未収入金 6,360千円 

未払金 51,140千円 

未収入金 10,728千円 

未払金 43,942千円 

※２．売上預け金 

 ショッピングセンターの店舗賃貸人に預けている売上

代金であります。 

※２．売上預け金 

同      左 

※３．売買契約解除をめぐって係争中の遊戯機械 

 当社は、遊戯機械に含まれる「ドンキーコングバナナ

キングダム」79台をめぐって、個別売買契約の解除に基

づく不当利得返還請求として支払済みの売買代金及び遅

延損害金、並びに、当該遊戯機械の瑕疵に基づく損害賠

償請求として損害金及び遅延損害金の支払請求を2007年

10月15日に株式会社カプコンに対して提訴しておりま

す。当該遊戯機械の帳簿価額は 469,924千円であり当期

における減価償却は実施しておりません。 

※３．売買契約解除をめぐって係争中の遊戯機械 

 当社は、遊戯機械に含まれる「ドンキーコングバナナ

キングダム」79台をめぐって、個別売買契約の解除に基

づく不当利得返還請求として支払済みの売買代金及び遅

延損害金、並びに、当該遊戯機械の瑕疵に基づく損害賠

償請求として損害金及び遅延損害金の支払請求を2007年

10月15日に株式会社カプコンに対して提訴しておりま

す。当該遊戯機械の当事業年度末における帳簿価額は、

299,722千円であります。なお、損害賠償請求訴訟につ

いては、2010年３月26日に東京地方裁判所から和解勧告

を受け、株式会社カプコンとの和解が成立しました。こ

の和解による損失は見込まれません。  

  ※４．期末日が休日のため増加した主な資産 

 当期末日が金融機関の休日のため、下記の科目に含ま

れている翌営業日に決済される金額は次のとおりであり

ます。 

   売上預け金         1,346,468千円 
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（損益計算書関係）

第13期 
（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

※１．関係会社との取引高 ※１．関係会社との取引高 

遊戯施設売上原価（家賃・共益費） 2,946,885千円 

家賃・共益費 24,315千円 

従業員給料・賞与（出向者人件費負

担金受入） 

24,227千円 

従業員給料・賞与（出向者人件費負

担金受入） 

15,874千円 

※２．店舗関連雑損失  

現金過不足、クレーム費用等店舗において発生した

雑損失であります。 

  

                           ※３．退職給付引当金戻入額  

 当社が加盟しているイオン企業年金基金の退職

給付制度の改訂に伴って生じた過去勤務債務をそ

の発生時において一括処理したものであります。 

  ※４．減損損失 

当事業年度において、以下の資産グループについ

て減損損失を計上しております。 

   ①減損損失を認識した資産グループの概要 

②減損損失の認識に至った経緯 

 営業活動から生ずる損益が継続してマイナス

または継続してマイナスとなる見込みである資

産グループについて、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失として特別

損失に計上しております。 

③減損損失の金額及び主な固定資産の種類ごとの

当該金額の内訳  

④資産のグルーピングの方法 

当社は事業用資産について、主として店舗を

基本単位としてグルーピングしております。 

⑤回収可能価額の算定方法 

当社は資産グループの回収可能価額は使用価

値により算定しております。なお、減損損失を

認識した資産グループの将来キャッシュ・フロ

ーがマイナスであるため、算定に際して割引計

算は行っておりません。 

  用途 種類 場所 金額(千円)

 店舗  建物等 石川県  11,297

  用途 金額(千円) 

 建物 9,037 

 長期前払費用 2,260 

 合計 11,297 
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第13期（自2008年２月21日 至2009年２月20日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加1,014株は、単元未満株式の買取による増加であります。 

   

２． 新株予約権に関する事項 

  

３．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

  

（２）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

  

（株主資本等変動計算書関係）

  
前事業年度末株式数
（株） 

当事業年度増加株式
数（株） 

当事業年度減少株式
数（株） 

当事業年度末株式数
（株） 

発行済株式数     

普通株式   18,175,688  －  －  18,175,688

合計  18,175,688  －  －  18,175,688

自己株式     

普通株式 （注）１  47,921  1,014  －  48,935

合計  47,921  1,014  －  48,935

 区分 
新株予約権 
の内訳 

新株予約権の 
目的となる 
株式の種類 

新株予約権の目的となる株式の数（株）  
当事業年度末 
残高（千円） 前事業 

年度末 
当事業 
年度増加

当事業 
年度減少

当事業 
年度末 

 提出会社 
ストックオプションと

しての新株予約権 
－ － － － －  6,458

 合計 － － － － －  6,458

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 

2008年４月７日 

取締役会 
普通株式  543,833  30 2008年２月20日 2008年４月25日 

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資 
１株当たり 

配当額（円）
基準日 効力発生日 

2009年４月６日 

取締役会 
普通株式  543,802 利益剰余金  30 2009年２月20日 2009年４月24日 
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第14期（自2009年２月21日 至2010年２月20日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加567株は、単元未満株式の買取による増加であります。 

   

２． 新株予約権に関する事項 

  

３．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

  

（２）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

  

  
前事業年度末株式数
（株） 

当事業年度増加株式
数（株） 

当事業年度減少株式
数（株） 

当事業年度末株式数
（株） 

発行済株式数     

普通株式   18,175,688 － －  18,175,688

合計  18,175,688 － －  18,175,688

自己株式     

普通株式 （注）１  48,935  567 －  49,502

合計  48,935  567 －  49,502

 区分 
新株予約権 
の内訳 

新株予約権の 
目的となる 
株式の種類 

新株予約権の目的となる株式の数（株）  
当事業年度末 
残高（千円） 前事業 

年度末 
当事業 
年度増加

当事業 
年度減少

当事業 
年度末 

 提出会社 
ストックオプションと

しての新株予約権 
－ － － － －  12,044

 合計 － － － － －  12,044

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 

2009年４月６日 

取締役会 
普通株式  543,802  30 2009年２月20日 2009年４月24日 

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資 
１株当たり 

配当額（円）
基準日 効力発生日 

2010年４月６日 

取締役会 
普通株式  543,785 利益剰余金  30 2010年２月20日 2010年４月21日 

㈱イオンファンタジー（4343）2010年2月期　決算短信（非連結）

22



  

  

第13期（2009年２月20日現在） 

 該当事項はありません。 

第14期（2010年２月20日現在） 

 該当事項はありません。 

（キャッシュ・フロー計算書関係）

第13期 
（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

※１．現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係 

（2009年２月20日現在）

※１．現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係 

（2010年２月20日現在）

  

現金及び預金勘定 3,409,390千円 

現金及び現金同等物 3,409,390千円 

現金及び預金勘定 5,353,552千円 

現金及び現金同等物 5,353,552千円 

（リース取引関係）

第13期 
（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

－ オペレーティング・リース取引 

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のもの

に係る未経過リース料 

１年内 42,840千円 

１年超 19,740千円 

合 計 62,580千円 

（有価証券関係）
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第13期（自2008年２月21日 至2009年２月20日） 

 当社はデリバティブ取引を全く行っていないため該当事項はありません。 

第14期（自2009年２月21日 至2010年２月20日） 

 当社はデリバティブ取引を全く行っていないため該当事項はありません。 

  

第13期（自2008年２月21日 至2009年２月20日） 

１．ストック・オプションに係る当事業年度における費用計上額及び科目名 

販売費及び一般管理費    6,458千円 

  

（デリバティブ取引関係）

（退職給付関係）

第13期 
（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

１．採用している退職給付制度の概要 

当社は、親会社であるイオン株式会社及び同社の主要

国内関係会社で設立している確定給付型の企業年金基金

制度並びに確定拠出年金制度及び退職金前払制度を設け

ております。 

１．採用している退職給付制度の概要 

当社は、親会社であるイオン株式会社及び同社の主要

な国内連結子会社で設立しているイオン企業年金基金制

度並びに確定拠出年金制度及び退職金前払制度を設けて

おります。なお、当該企業年金基金については、2010年

１月15日付で制度を改訂し、同年４月１日よりキャッシ

ュバランス型年金(市場金利連動型年金)を柱とした新制

度へ移行することとしております。 

２．退職給付債務及びその内訳 ２．退職給付債務及びその内訳 

退職給付債務 △331,339千円 

年金資産 191,554千円 

未積立退職給付債務 △139,785千円 

未認識数理計算上の差異 143,242千円 

前払年金費用 3,457千円 

退職給付債務 △283,274千円 

年金資産 214,861千円 

未積立退職給付債務 △68,413千円 

未認識数理計算上の差異 115,988千円 

前払年金費用 47,575千円 

３．退職給付費用の内訳 ３．退職給付費用の内訳 

(注)「その他」は、確定拠出年金の掛金支払額、及び

退職金前払制度による従業員に対する前払退職金

支給額等であります。 

勤務費用 13,207千円 

利息費用 8,964千円 

期待運用収益 △4,703千円 

数理計算上の差異の費用処理額 27,493千円 

その他（注） 18,748千円 

退職給付費用 63,709千円 

(注１) 確定拠出年金の掛金支払額、及び退職金前払

制度による従業員に対する前払退職金支給額等

であります。 

(注２) イオン企業年金基金の退職給付制度の改訂に

伴って生じた過去勤務債務をその発生時におい

て一括処理し、特別利益に計上したものであり

ます。 

勤務費用 13,562千円 

利息費用 7,858千円 

期待運用収益 △2,490千円 

数理計算上の差異の費用処理額 27,433千円 

その他(注１) 18,852千円 

退職給付費用 65,217千円 

退職給付引当金戻入額(注２) △68,852千円 

計 △3,635千円 

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 ４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準 

割引率 2.40% 

期待運用収益率 2.05% 

数理計算上の差異の処理年数 発生翌年度より10年 

退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準 

割引率 % 2.40

期待運用収益率 % 1.30

数理計算上の差異の処理年数 発生翌年度より10年 

（ストック・オプション等関係）
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２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況 

(1）ストック・オプションの内容 

（注） 株式数に換算して記載しております。 

(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況 

当事業年度において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数については、

株式数に換算して記載しております。 

①ストック・オプションの数 

②単価情報 

３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法 

当事業年度において付与された2008年ストック・オプションについての公正な評価単価の見積方法は以下の

とおりであります。 

(1) 使用した評価技法     ブラック・ショールズ式 

(2) 主な基礎数値及び見積方法 

（注）１．2002年２月13日から2008年４月21日の株価実績に基づき算定しております。 

２．権利行使期間の中間点において行使されるものと推定して算定しております。 

３．2008年２月期の配当実績に基づき算定しております。 

４．予想残存期間と同期間に対応する国債の利回りに基づき算定しております。  

  

年度 2008年 

 付与対象者の区分及び人数   当社取締役 10名 

 株式の種類別のストック・オプションの数（注）   普通株式 5,200株 

 付与日   2008年４月21日 

 権利確定条件   権利確定条件は付されておりません。 

 対象勤務期間   対象勤務期間の定めはありません。 

 権利行使期間   自2008年５月21日 至2023年５月20日 

 年度 2008年 

 権利確定前      （株）   

  前事業年度末 － 

  付与 5,200 

  失効 － 

  権利確定 5,200 

  未確定残 － 

 権利確定後      （株）   

  前事業年度末 －  

  権利確定 5,200  

  権利行使 － 

  失効 － 

  未行使残 5,200 

 年度 2008年 

 権利行使価格        （円） 1 

 行使時平均株価       （円） － 

 付与日における公正な評価単価（円） 1,242 

 年度 2008年 

 株価変動性  （注）１． 57.36% 

 予想残存期間 （注）２． 7.5年 

 予想配当   （注）３． 2.07% 

 無リスク利子率（注）４． 1.07%  
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第14期（自2009年２月21日 至2010年２月20日） 

１．ストック・オプションに係る当事業年度における費用計上額及び科目名 

販売費及び一般管理費     5,586千円 

  

２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況 

(1）ストック・オプションの内容 

（注） 株式数に換算して記載しております。 

(2）ストック・オプションの規模及びその変動状況 

当事業年度において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数については、

株式数に換算して記載しております。 

①ストック・オプションの数 

②単価情報 

  

年度 2008年 2009年 

 付与対象者の区分及び人数   当社取締役 10名   当社取締役9名 

株式の種類別のストック・

オプションの数（注） 
  普通株式 5,200株   普通株式 9,800株 

 付与日   2008年４月21日   2009年４月21日 

 権利確定条件   権利確定条件は付されておりません。   権利確定条件は付されておりません。

 対象勤務期間   対象勤務期間の定めはありません。   対象勤務期間の定めはありません。 

 権利行使期間   自2008年５月21日 至2023年５月20日   自2009年５月21日 至2024年５月20日

 年度 2008年 2009年 

 権利確定前   （株）     

  前事業年度末  5,200 － 

  付与 －  9,800

  失効 － － 

  権利確定  5,200  9,800

  未確定残 － － 

 権利確定後   （株）     

  前事業年度末  5,200 － 

  権利確定 －  9,800

  権利行使 － － 

  失効 － － 

  未行使残  5,200  9,800

 年度 2008年 2009年 

 権利行使価格        （円）  1  1

 行使時平均株価       （円） － － 

 付与日における公正な評価単価（円）  1,242  570
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３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法 

当事業年度において付与された2008年ストック・オプションについての公正な評価単価の見積方法は以下の

とおりであります。 

(1) 使用した評価技法     ブラック・ショールズ式 

(2) 主な基礎数値及び見積方法 

（注）１．2002年２月13日から2009年４月21日の株価実績に基づき算定しております。 

２．権利行使期間の中間点において行使されるものと推定して算定しております。 

３．各期の配当実績に基づき算定しております。 

４．予想残存期間と同期間に対応する国債の利回りに基づき算定しております。  

   

 年度 2008年 2009年 

 株価変動性  （注）１． 57.36% 55.76% 

 予想残存期間 （注）２． 7.5年 7.5年 

 予想配当   （注）３． 2.07% 3.92% 

 無リスク利子率（注）４． 1.07% 1.18% 
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第13期（自2008年２月21日 至2009年２月20日） 

 当社は持分法適用会社を有しておりませんので、該当事項はありません。 

第14期（自2009年２月21日 至2010年２月20日） 

 当社は持分法適用会社を有しておりませんので、該当事項はありません。 

（税効果会計関係）

第13期 
（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別内訳 １．繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別内訳 

(1）流動の部 (1）流動の部 

繰延税金資産 繰延税金資産 

未払事業税 65,040千円 

一括償却資産 26,424千円 

賞与引当金 60,130千円 

未払費用 67,507千円 

その他 22,463千円 

繰延税金資産計 241,566千円 

未払事業税 34,005千円 

一括償却資産 22,332千円 

賞与引当金 52,995千円 

未払費用 130,789千円 

その他 45,198千円 

繰延税金資産計 285,321千円 

(2）固定の部 (2）固定の部 

繰延税金資産 繰延税金資産 

繰延税金負債 

  

建物 473,690千円 

遊戯機械 279,593千円 

器具備品 31,199千円 

一括償却資産 17,566千円 

長期前払費用 23,521千円 

その他 29,891千円 

繰延税金資産計 855,461千円 

前払年金費用 △1,393千円 

繰延税金資産の純額 854,068千円 繰延税金負債 

建物 525,466千円 

遊戯機械 203,369千円 

器具備品 35,976千円 

一括償却資産 8,259千円 

長期前払費用 1,820千円 

その他 26,944千円 

繰延税金資産小計 801,836千円 

評価性引当額 △4,123千円 

繰延税金資産計 797,712千円 

前払年金費用 △19,173千円 

繰延税金資産の純額 778,539千円 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異原因 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異原因 

  

法定実効税率 40.3％ 

（調整）     

交際費等永久に損金に算入されない 

項目 

2.8％ 

住民税均等割 4.1％ 

その他 0.1％ 

税効果会計適用後の法人税等負担率 47.3％ 

法定実効税率 40.3％ 

（調整）     

交際費等永久に損金に算入されない 

項目 

4.7％ 

住民税均等割 6.4％ 

評価性引当額の増減 0.4％ 

その他 0.9％ 

税効果会計適用後の法人税等負担率 52.7％ 

（持分法損益関係）
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第13期（自2008年２月21日 至2009年２月20日） 

(1) 親会社及び法人主要株主等 

（注）１．上記取引金額には消費税等が含まれておりません。 

２．上記取引は、一般的取引と同様、市場価格に基づき交渉のうえ決定しております。 

３．イオン株式会社は2008年８月21日付で、小売業等の事業部門を分割し同社の100%子会社であるイオンリテー

ル株式会社に承継しております。  

４．議決権等の被所有割合の内訳は以下のとおりであります。  

 
  

(2) 子会社等 

(注) 上記取引は、一般的取引と同様、市場価格に基づき交渉のうえ決定しております。 

（関連当事者情報）

属性 
会社
等の
名称 

住所 資本金 
(千円) 

事業
の内
容又
は職
業 

議決権等の
所有(被所
有)割合 

関係内容

取引の内容
取引金額 
(千円) 科目 期末残高 

(千円) 
役員
の兼
任等 

事業上
の関係 

親会社 

イオ

ン株

式会

社 

千葉県

千葉市

美浜区 

 199,054,494

純粋

持株

会社 

(被所有) 

直接 

62.93％ 

間接 4.68％

  － 

店舗及

び本社

建物の

賃借 

店舗等の家
賃・共益費  2,971,200 未払費用 －

敷金・保証金

の差入 
 47,000

敷金・差
入保証金 －

属性 会社等の名称 住所 資本金 
(千円) 

事業の
内容又
は職業 

議決権等の
所有(被所
有)割合 

関係内容

取引の内容
取引金額 
(千円) 科目 期末残高 

(千円) 
役員
の兼
任等 

事業上
の関係 

子会

社 

永旺幻想（北

京）児童遊楽

有限公司 

中国 

北京市 
 330,000

サービ

ス業 

(所有) 

直接 

100.0％ 

兼任 

４名 

業務指

導・資

材の調

達 

遊戯機械等の
調達  30,364 未収入金 －

出向者人件費

負担金受入 
 24,227 未収入金 6,360
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(3) 兄弟会社等 

（注）１．上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２．上記取引は、一般的取引と同様、市場価格に基づき交渉のうえ決定しております。 

３. イオン株式会社は2008年８月21日付で、小売業等の事業部門を分割し同社の100%子会社であるイオンリテール

株式会社に承継しております。 

  

第14期（自2009年２月21日 至2010年２月20日） 

(1) 子会社等  

(注) 上記取引は、一般的取引と同様、市場価格に基づき交渉のうえ決定しております。 

(2) 兄弟会社等 

（注）１．上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２．上記取引は、一般的取引と同様、市場価格に基づき交渉のうえ決定しております。       

属性 会社等の
名称 住所 資本金 

(千円) 

事業の
内容又
は職業 

議決権等
の所有
(被所有)
割合 

関係内容

取引の内容
取引金額 
(千円) 科目 期末残高 

(千円) 役員の
兼任等 

事業上の
関係 

兄弟会

社 

イオンリ
テール株
式会社 

千葉県
千葉市
美浜区 

 50,000,000
総合小
売業    －    － 

店舗及び
本社建物
の賃借 

店舗等の家
賃・共益費 

 3,494,580 未払費用 54,850

敷金・保証
金の差入 

 12,000
敷金・差入
保証金 

701,388

違約金収入  23,818   － －

兄弟会

社 

イオン九
州株式会
社 

福岡県
福岡市
博多区 

 3,144,380
総合小

売業 

(被所有)
直接
0.64％ 

   － 
店舗の賃

借 
敷金・保証

金の差入 
 6,000

敷金・差入

保証金 
449,377

兄弟会

社 

イオン北
海道株式
会社 

北海道
札幌市
白石区 

 6,100,435
総合小

売業 
 －    － 

店舗の賃

借 

売上代金の

一時預け 
 － 売上預け金 123,310

敷金・保証

金の差入  
 3,642

敷金・差入

保証金  
253,415

兄弟会

社 

株式会社

マイカル 

大阪府
大阪市
中央区 

 20,000,000
総合小

売業 
 －    － 

店舗の賃

借 
売上代金の

一時預け 
 － 売上預け金 184,350

属性 会社等の名称 住所 資本金 
(千円) 

事業の
内容又
は職業 

議決権等の
所有(被所
有)割合 

関係内容

取引の内容
取引金額 
(千円) 科目 

期末残

高 
(千円) 

6,259,621役員
の兼
任等 

事業上
の関係 

子会

社 

永旺幻想（北

京）児童遊楽

有限公司 

中国 

北京市 
 330,000

サービ

ス業 

(所有) 

直接 

100.0％ 

兼任 

４名 

業務指

導・資

材の調

達 

遊戯機械等の
調達  19,321 未収入金 4,411

出向者人件費

負担金受入 
 15,874 未収入金 2,031

属性 会社等の
名称 住所 資本金 

(千円) 

事業の
内容又
は職業 

議決権等
の所有
(被所有)
割合 

関係内容

取引の内容
取引金額 
(千円) 科目 期末残高 

(千円) 役員の
兼任等 

事業上の
関係 

兄弟会

社 

イオンリ
テール株
式会社 

千葉県
千葉市
美浜区 

 49,510,000
総合小
売業    －    － 

店舗の賃
借 

店舗等の家
賃・共益費 

 6,267,327 未払費用 62,238

売上代金の
一時預け 

 － 売上預け金 611,762

敷金・保証
金の差入 

 14,000
敷金・差入
保証金 

712,388

兄弟会

社 

イオン九
州株式会
社 

福岡県
福岡市
博多区 

 3,144,380
総合小
売業 

(被所有)
 直接  
0.64％ 

  － 
店舗の賃
借 

売上代金の
一時預け 

 － 売上預け金 64,022

敷金・保証
金の差入 

 －
敷金・差入
保証金 

449,377

兄弟会

社 

イオン北
海道株式
会社 

北海道
札幌市
白石区 

 6,100,435
総合小

売業 
 －    － 

店舗の賃

借 

売上代金の

一時預け 
 － 売上預け金 113,013

敷金・保証

金の差入  
 －

敷金・差入

保証金  
253,415

兄弟会

社 

株式会社

マイカル 

大阪府
大阪市
中央区 

 

 

20,000,000 総合小

売業 
 －     － 

店舗の賃

借店舗の

賃借 

売上代金の

一時預け 
 － 売上預け金 198,160

敷金・保証

金の差入  
 －

敷金・差入

保証金  
124,141
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 （注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

      該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

第13期 
（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

１株当たり純資産額 898.88円 

１株当たり当期純利益 106.79円 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益 
106.77円 

１株当たり純資産額 931.21円 

１株当たり当期純利益 62.32円 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益 
62.28円 

  
第13期 

（自 2008年２月21日 
至 2009年２月20日） 

第14期 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

当期純利益       （千円）  1,935,877  1,129,725

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（千円）  1,935,877  1,129,725

期中平均株式数     （株）  18,127,296  18,126,411

      

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額     

普通株式増加数     （株）  4,341  13,398

（うち新株予約権    （株））  4,341  13,398

（重要な後発事象）
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